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要旨・感想 

 まずオノマトペとは、擬態語や擬音語など状態を直感的に把握して抽象化した言語のことで

ある。だからこそ、オノマトペは他者の感覚を自己の身体に構成し。幼児身体表現におけるオ

ノマトペの位置は非常に重要なものとなるという研究者（古市 1995年）もいる。 

 筆者はオノマトペ表現の調査を行った。その中でも最も多くのオノマトペが得られた言葉は

「まわる」である。「まわる」から―ぐるぐる・くるくる・ごろごろなどいろいろ挙げられた。

一般的には使わない個人的な感覚といえるものでもオノマトペとして刺激を与えるとイメージ

を表現できることが分かった。 

 筆者は絵本の中に出てくるオノマトペ表現を 10つのカテゴリー別に表現した。①声・音の表

現、②様子の表現、③イメージの表現、④言葉遊び、⑤動きを表す、⑥大小/速遅/重軽、⑦め

ずらしいオノマトペ、⑧オノマトペ図鑑、⑨予期/期待/連想、⑩心の状態である。そのなかで

も⑤の動きを表す表現では、楽しさであったりと多種多様なことが分かった。 

 筆者は子供たちのオノマトペへの理解について次のように述べた。「オノマトペは加齢ととも

に連想される語の数が増えること、オノマトペごとに連想の難易度が異なる。幼児は多様なオ

ノマトペに対する理解が可能である。だからこそ、絵本のオノマトペで必要なことは、表現を

見たものが子供の今を理解することである。そのことで子供の表現をさらに豊かにすることが

できる。」と述べた。 
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